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■　町の話題　■

　
大
鰐
温
泉
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
７
月
18
日
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
で
開
幕
と
な
り
、19
日
の

平
川
親
水
公
園
で
予
定
さ
れ
た
、鰐

中
吹
奏
楽
部
、鰐
小
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
の
演
奏
は
雨
天
中
止
で
の
幕

開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
親

子
野
外
映
画
デ
ー
な
ど
は
公
民
館

を
会
場
と
し
て
開
催
。

　
20
日
、
消
防
団
玉
落
し
競
技
会
、

大
鰐
町
長
杯
ジ
ム
ニ
ー
ス
ー
パ
ー

ク
ロ
ス
２
０
１
４
が
行
な
わ
れ
、熱

戦
が
繰
広
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、Ｔ
Ｂ

Ｊ
あ
じ
ゃ
ら
Ｋ
Ｉ
Ｄ
，Ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
は
、親
子
連
れ
で
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

２
０
１
４
大
鰐
温
泉
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

話題
Ｔｏｐｉｃｓ

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
２
０
１
４
年
大
鰐
温
泉
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
交
歓
大
会
が
７
月
18
日
、参
加

者
２
７
０
名
（
エ
ン
ト
リ
ー
）
で
行

な
わ
れ
、グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
は
、各
組
男
女
最
上
位
者
に
よ
る

プ
レ
ー
オ
フ
の
結
果
、男
子
が
越
前

定
三
さ
ん（
大
鰐
）、女
子
は
渡
辺
千

春
さ
ん
（
青
森
）
が
輝
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、各
グ
ル
ー
プ
別
上
位
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
赤
組
・
男
子
】①
猪
股
鉄
雄（
平
川
）

17
②
深
畑
利
勝
（
五
戸
）
19
③
野
沢

孝
雄（
黒
石
）19【
赤
組
・
女
子
】①
石

山
ミ
ツ
子
（
弘
前
）
18
②
大
久
て
る

（
青
森
）
19
③
石
田
房
子
（
弘
前
）
20

【
緑
組
・
男
子
】①
佐
々
木
嘉
太
郎（
つ

が
る
）17
②
山
内
光
則（
大
鰐
）
17
③

前
田
昇（
黒
石
）
18【
緑
組
・
女
子
】①

高
木
ト
キ
（
黒
石
）
16
②
上
原
タ
マ

（
五
所
川
原
）19
③
福
山
千
代（
浪
岡
）

19【
黄
組
・
男
子
】①
棟
方
光
世
（
青

森
）17
②
天
内
健
一（
浪
岡
）
17
③
見

付
清
文（
五
戸
）
17【
黄
組
・
女
子
】①

渡
辺
千
春（
青
森
）19
②
工
藤
富（
大

鰐
）20
③
坂
田
ふ
み
え（
大
鰐
）21【
青

組
・
男
子
】①
越
前
定
三
（
大
鰐
）
16

②
大
川
一
（
黒
石
）
16
③
對
馬
兼
作

（
平
川
）18【
青
組
・
女
子
】①
相
馬
き

ぬ
え（
岩
木
）17
②
相
馬
ミ
チ
ギ（
大

鰐
）
17
③
鈴
木
文
子
（
青
森
）
20

■
大
鰐
町
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
７
月
21
日
、青
森
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
で
49
名
が
参
加
し
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
　
白
川
　
誠
　
　（
Ｎ
71
・
６
）

２
位
　
寺
島
淳
一
　
　（
Ｎ
72
・
０
）

３
位
　
乗
田
　
馨
　
　（
Ｎ
72
・
６
）

【
シ
ニ
ア
賞
】中
島
憲
雄（
Ｎ
74
・
６
）

【
レ
デ
ィ
ー
ス
賞
】神
ひ
と
み（
Ｎ
75
・
４
）

　
21
日
、大
鰐
町
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
に
は
49
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

日
頃
の
腕
を
競
っ
て
い
ま
し
た
。

　
28
日
、蔵
館
大
湯
会
館
で
温
泉
祈

祷
式
が
行
な
わ
れ
、一
年
の
無
病
息

災
を
祈
念
し
て
入
浴
を
楽
し
ん
だ
。

　
８
月
１
・
３
日
の
ね
ぷ
た
合
同
運

行
で
は
12
台
が
運
行
、８
月
17
日
の

祭
り
最
終
と
な
っ
た
灯
篭
流
し
で
、

期
間
中
延
べ
約
１
万
１
千
人
の
人

出
で
賑
わ
い
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。
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町の
第
34
回
町
民
卓
球
大

会
結
果
報
告

　
第
34
回
町
民
卓
球
大
会
が
７
月

20
日
、大
鰐
中
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
成
績
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
団
体
戦

【
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】（
出
場
５
チ
ー
ム
）

▽
優
　
勝
・
・
・
福
助

（
桜
庭
洋
平
・
工
藤
良
太
・
三
上
裕
輔
）

▽
準
優
勝
・
・
・
つ
つ
じ

（
白
戸
竜
馬
・
山
谷
慎
・
本
田
和
樹
）

【
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
】（
出
場
４
チ
ー
ム
）

▽
優
　
勝
・
・
・
卓
友
会

（
石
川
和
子
・
佐
藤
陽
子
・
伊
藤
由
彦
）

▽
準
優
勝
・
・
・
さ
く
ら

（
宇
野
健
・
由
町
和
彦
・
三
上
考
士
）

【
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
】（
出
場
５
チ
ー
ム
）

▽
優
　
勝･

･
･

ボ
ヘ
ミ
ア
ン

（
鈴
木
博
子
・
小
原
奉
子
・
菊
池
泰
子
）

▽
準
優
勝･

･
･

レ
デ
ィ
ー
ス

（
石
田
東
美
・
成
田
美
喜
子
・
小
田
桐

悦
子
・
小
田
桐
博
文
）

■
個
人
戦

【
一
般
男
子
の
部
】（
出
場
者
19
人
）

▽
優
　
勝
・
・
・
桜
庭
洋
平

▽
準
優
勝
・
・
・
本
田
和
樹

▽
第
三
位
・
・
・
山
谷
　
慎

▽
第
三
位
・
・
・
神
　
郁
夫

【
一
般
女
子
の
部
】（
出
場
者
４
人
）

▽
優
　
勝･

･
･

小
原
奉
子

▽
準
優
勝･

･
･

鈴
木
博
子

▽
第
三
位･

･
･

菊
池
泰
子

▽
第
四
位･

･
･

外
崎
　
葵

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部
】（
出
場
者
７

人
）
▽
優
　
勝
・
・
・
鈴
木
博
樹

▽
準
優
勝
・
・
・
佐
藤
千
之

第
35
回
町
民
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
結
果

　
第
35
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
が
７
月
６
日
、大
鰐
小
学
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
成
績
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
男
子
ダ
ブ
ル
ス（
出
場
10
チ
ー
ム
）

▽
優
　
勝
・
・
・
葛
西
耕
樹
・
一
戸
竜

太
（
弘
前
市
）

▽
準
優
勝
・
・
・
成
田
宏
太
・
工
藤
諭

（
弘
前
市
）

▽
第
３
位
・
・
・
川
口
竜
美
・
土
岐
誠

（
弘
前
市
）

■
女
子
ダ
ブ
ル
ス（
出
場
４
チ
ー
ム
）

▽
優
　
勝
・
・
・
山
谷
友
梨
香
・
成
田

有
希
（
弘
前
市
）

▽
準
優
勝
・・・・
対
馬
良
子
・
福
嶋
美

緒
（
弘
前
市
）

▽
第
３
位
・・・・
福
嶋
梨
南
・
米
澤
め

ぐ
み
（
弘
前
市
）

■
消
防
団
玉
落
し
競
技
会

　
７
月
20
日
に
行
な
わ
れ
た
、町
消

防
団
に
よ
る
玉
落
し
競
技
会
の
決

勝
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
優
勝･･･

第
４
分
団（
唐
牛
）24
秒

38▽
第
２
位･･･

第
16
分
団（
森
山
）51

秒
02
▽
第
３
位･･･

第
12
分
団（
虹
貝
）58

秒
98
▽
第
４
位･･･

第
15
分
団（
八
幡
館
・

鯖
石
）
１
分
10
秒
68

▽
第
三
位
・
・
・
坂
本
洋
子

▽
第
四
位
・
・
・
神
久
美
子

石
郷
汐
音
君（
長
小
５

年
）県
小
学
陸
上
競
技

交
流
会
１
０
０
Ｍ
優
勝

　
石
郷
汐
音
君（
長
小
５
年
）が
、青

森
県
小
学
校
陸
上
競
技
交
流
会(

６

月
29
日
・
青
森
市
開
催)

の
男
子
１

０
０
メ
ー
ト
ル
種
目
に
出
場
し
て

14
秒
40
の
記
録
で
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。
７
月
25
日
、
石
郷
君
は
前
田

了
二
校
長
ら
と
も
に
町
役
場
を
訪

れ
て
、
山
田
町
長
に
優
勝
を
報
告
。

　
函
館
市
で
行
な
わ
れ
る
東
日
本

大
会
、さ
ら
に
全
国
大
会
へ
向
け
て
、

石
郷
君
は
、「
東
日
本
大
会
で
の
優

勝
を
め
ざ
し
ま
す
。
全
国
大
会
で

は
、ぜ
ひ
自
分
の
力
を
学
ん
で
き
た

い
」と
、抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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消防署　南分署
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平成26年度全国統一防火標語　

■　警察署・消防だより　■

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

▽
と
き
　
平
成
26
年
11
月
８
日
・
29

日
（
両
日
受
験
可
）

▽
と
こ
ろ
　
弘
前
東
高
等
学
校（
川

先
４
丁
目
）

▽
種
類
　
甲
種
（
受
験
資
格
有
）
／

乙
種
（
第
１
～
６
類
）
／
丙
種
　

　
※
乙
種
と
丙
種
に
受
験
資
格
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
受
験
料
　
甲
種
５
、０
０
０
円
／

乙
種
３
、
４
０
０
円
／
丙
種
２
、
７

０
０
円

▽
受
付
期
間
　
９
月
24
日
か
ら
10

月
３
日（
電
子
申
請
は
９
月
21
日
か

ら
９
月
30
日
）
　

▽
願
書
配
布
先
　
消
防
本
部
予
防

課
（
本
町
、

32
―
５
１
０
４
）
、
最

寄
り
の
消
防
署
、
分
署
。

　
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電

子
申
請
は
、（
一
財
）消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー（http://www.shoubo-

shiken.or.jp

）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
に
な
り
ま
す
。

　

【
事
前
講
習
会
】

▽
と
き
　
平
成
26
年
10
月
16
・
17
日

（
２
日
間
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後

４
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
弘
前
消
防
本
部
３
階

大
会
議
室

　
※
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
最
寄
り
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
　
乙
種
第
４
類
の
受
験

者
の
う
ち
受
講
希
望
者（
先
着
順
１

０
０
名
）

▽
受
講
料
　
４
、
５
０
０
円
（
弘
前

地
区
消
防
防
災
協
会
加
入
事
業
所

は
２
、
０
０
０
円
）

▽
テ
キ
ス
ト
代
　
１
、５
０
０
円
　

　
※
受
講
料
等
は
講
習
日
１
日
目
、

会
場
に
て
徴
収

▽
申
込
先
　
消
防
本
部
予
防
課（
本

町
、
32
―
５
１
０
４
）、最
寄
り
の

消
防
署
、
分
署
。

▽
受
付
期
間
　
９
月
24
日
～
10
月

９
日
　
※
予
防
課
で
の
受
付
は
平
日
午

前
８
時
半
～
午
後
５
時

　
平
成
25
年
８
月
に
京
都
府
福
知

山
市
に
お
い
て
、多
数
の
死
傷
者
が

発
生
し
た
花
火
大
会
の
火
災
事
例

を
踏
ま
え
、弘
前
地
区
消
防
事
務
組

合
火
災
予
防
条
例
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
改
正
は
次
の

と
お
り
で
す
。

１
　
火
気
器
具
等
を
祭
礼
、
縁
日
、

花
火
大
会
、展
示
会
そ
の
他
の
多
数

の
者
の
集
合
す
る
催
し
に
際
し
て

使
用
す
る
場
合
は
、消
火
器
の
準
備

が
必
要
で
す
。

　
火
気
器
具
等
と
は･

･
･

コ
ン
ロ
、

グ
リ
ド
ル
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
発
電

機
（
気
体
燃
料
、
液
体
燃
料
及
び
固

体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具
並
び
に

電
気
を
熱
源
と
す
る
器
具
）等
で
す
。

　
設
置
す
る
消
火
器
は･･･

省
令
で

定
め
る
粉
末
等
消
火
器
で
す
。
エ

ア
ゾ
ー
ル
簡
易
消
火
器
具
等
は
不

適
切
で
す
。

２
　
前
記
１
の
催
し
に
際
し
て
露

店
等
を
開
設
す
る
場
合
は
、消
防
署

長
に
届
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
露
店
等
と
は
、火
気
器
具
等
を
使

用
す
る
露
店
、屋
台
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
店
を
開
設
し
、物
品
等
を

販
売
又
は
提
供
す
る
も
の
を
い
い

ま
す
。

もういいかい

火を消すまでは　まあだだよ

もういいかい

火を消すまでは　まあだだよ

　
届
出
は
、露
店
等
を
開
設
す
る
場

所
を
管
轄
す
る
消
防
署
・
分
署
へ
、

開
設
す
る
３
日
前
ま
で
に
届
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、届
出
様
式
は
弘
前
地
区
消

防
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
申

請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」行
為
の
届
出

欄
に「
火
気
器
具
等
を
使
用
す
る
露

店
等
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
」に
記

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

最
寄
り
の
消
防
署
・
分
署
に
も
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

　
届
出
す
る
人
は
、露
店
等
を
開
設

す
る
者
で
す
。
た
だ
し
、複
数
の
露

店
等
が
あ
る
場
合
、催
し
の
主
催
者
、

施
設
の
管
理
者
又
は
露
店
等
の
開

設
を
統
括
す
る
者
等
が
取
り
ま
と

め
て
届
出
し
て
下
さ
い
。

３
　
そ
の
他
、屋
外
で
大
規
模
な
催

し
を
開
催
す
る
場
合
は
、火
災
予
防

業
務
計
画
等
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、こ
の
場
合
消
防
本
部
か
ら
あ
ら

か
じ
め
「
指
定
催
し
」
と
し
て
主
催

者
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は
　
最
寄
り
の

消
防
署
・
分
署
ま
た
は
、
弘
前
消
防

本
部
予
防
課

32
―
５
１
０
４
ま

で
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
事
前
講
習
会

弘
前
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
！
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『
振
り
込
め
詐
欺
』
等
不
審
な
電
話
に
ご
注
意
! 

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
黒
石
警
察
署
大
鰐
分
庁
舎
ま
で

黒石警察署
大鰐分庁舎
だより

48－2241

■黒石警察署大鰐分庁舎管内交通事故発生状況（平成26年７月末累計）

13

０

19

　76

２

　０

　５

－17

　

17

０

23

　97

発生件数

死者

傷者

人
身
事
故

大鰐町大鰐分庁舎管内

物件事故

26年前年比26年 前年比

　１

０

　５

－６

　

■秋の全国交通安全運動のお

知らせ

１　期間　平成26年９月2l日（日）～

９月30日（火）までの10日間

２　運動の重点

（１）子どもと高齢者の交通事故防止

　全国各地で通学途中の子供が被

害に遭う重大交通事故が発生して

います。また、高齢化社会の進展に

より高齢者の交通事故が増加傾向

にあります。ドライバーの皆さん

は、学校や老人福祉施設の周辺など

子どもや高齢者が多く通行する場

所では、徐行するなど細心の注意を

払い、子供や高齢者に対して思いや

りを持った運転を心がけましょう。

（２）夕暮れ時と夜間の歩行中・自転

車乗用中の交通事故防止

　ドライバーの皆さんはライトの

早め点灯を心がけ、自転車利用者は

ライトを確実に点灯しましょう。

　歩行者の皆さんは、交通ルールを

守り、反射材用品を活用して交通事

故に遭わないようにしましょう。

（３）全ての座席のシートベルトと

チャイルドシートの正しい着用の

徹底

　青森県のシートベルト着用率は

一般道路、高速道路等ともに運転

席、助手席は全国平均を上回りまし

たが、後部座席は低調で、特に一般

道路での着用率は全国最下位でし

た。

　自動車に乗車したときは、全ての

座席でシートベルトを着用すると

ともに６歳未満のお子さんを乗車

させる場合はチャイルドシートを

着用させましょう。

（４）飲酒運転の根絶

　飲酒運転は、運転者だけでなく、

車両の提供者や酒類の提供者・車両

の同乗者にも厳しい罰則が設けら

れています。飲酒運転は、重大な犯

罪であることを認識し、「飲酒運転

絶対しない・させない」にご協力を

お願います。

３　皆さんへお願い

　県民一人ひとりが交通ルールの

遵守と交通マナーを向上させ、交通

事故防止を図りましょう。

■キノコ採りの遭難なくそう

　《遭難防止のためのアドバイス》

●山に入るとき、山に入ったら

・できるだけ２人以上で出かける。

・家族などに行き先や帰宅時間を

知らせる。

・食料、コンパス、携帯電話などを

持つ。

・声を掛け合い、目標物を決めて行

動する。

・急斜面や崖など、危険な場所は避

ける。

・早めの下山を心がける。

●万一、迷ったら

・日没後は歩き回らず救助を待っ。

・ヘリコプターの音が聞こえたら、

見通しのよい場所でタオルなどを

振って合図する。

　　　《クマにも注意》

●熊に出会わないために

・熊出没情報を確認しましょう。

・音を出しながら歩きましょう。

・日の出、日没前後はなるべく山に

は入らない。

・熊の足跡や食べ跡などの痕跡を見

つけたら迅速にその場を立ち去る。

●熊に出会ってしまったら

・遠くに熊を見つけたら～静かにそ

の場を立ち去りましょう。

・熊がこちらに気づいたら～静かに

していれば、ほとんどの場合、熊は

立ち去ります。

・熊がこちらに近づいてきたら～熊

の動きに注意しながら、ゆっくり後

退する。

・走って逃げたり、大声、石投げなど

は危険です。

・子熊に決して近づかない～近くに

必ず親熊がいます。

■過激派による違法事案の検挙

と非公然アジトの摘発にご協力

を

　警察では、過激派に対する事件捜

査、アジト発見に向けたアパート

ローラー等を継続的に推進しており

ます。

　平成25年11月には、飛翔弾発射事

件が発生しており、過激派による

「テロ、ゲリラ」事件は非公然活動家

によって引き起こされています。

　非公然活動家は、一般市民、普通

の生活を装いながら過激派組織が偽

名等を使って借りたアパートなどを

アジトにして爆発物の製造などの違

法行為を行っています。

　非公然活動家の発見やアジト摘発

による「テロ、ゲリラ」事件の未然防

止と指名手配被疑者検挙のために

は、皆様の御理解と御協力が不可欠

です。「変だな」と思うことがあり

ましたら最寄りの警察署、交番、駐

在所まで御連絡ください。
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■　総務課だより　■

状況についてお知らせします

１週間の 　　　勤務時間の割振り

勤務時間 始業 終業 休憩時間

5,006日 830日 126人 6.6日

※勤務条件に関する調査より

②　休暇等

区　分

年次有給休暇

病気休暇
　

主な特別休暇

介護休暇

育児休業

４．職員の分限及び懲戒処分に関すること

　分限処分とは、公務能率の維持を目的に職員に対

してなされる処分であり、降任、免職、休職、降給が

あり、一方懲戒処分とは、職員の義務違反に対する

道義的責任を問い、秩序維持を図る制裁的処分で、

免職、停職、減給、戒告の４処分があります。

（１）分限処分（平成25年度中）　休職者・・・・・・２名

（２）懲戒処分（平成25年度中）　処分者・・・・・・なし

８．公平委員会に係る業務の状況

　公平委員会事務を青森県人事委員会へ委託

（１）給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求状況

　平成25年度において新たな措置要求はなく、また、係属事案も

ありません。

（２）職員に対する不利益な処分についての不服申立ての状況

　平成25年度において新たな不服申立てはなく、また、係属事案も

ありません。

７.職員の福祉及び利益の保護の状況

（１）職員の健康診断等の状況

　【受診者数】

（３）公務災害の状況

　・公務災害・・・認定件数０件

　・通勤災害・・・認定件数０件

（２）職員互助会の状況

　・名称・・・・・・・大鰐町職員組合

　・会員数・・・・・166人

　・補助金額・・・平成23年度

補助金廃止

　

38時間45分 ８：15 17：00 土曜日及び日曜日12：00～13：00

・総合検診

胸部・・・・・・・73人
※

Ａコース・・・25人
※

Ｃコース・・・48人

・脳ドック・・・・・・・・・・12人

・日帰りドック・・・・・・18人

※Ａコース　身体計測、尿検

査、視力検査、聴力検査及び

血液検査

※Ｃコース　Ａコース及び

心電図

６.職員の研修及び勤務成績の評定の状況

（１）研修の実施状況

　【階層別基本研修】　

　・新採用研修（５日間）・・・・・・・・・・・・・・・・・・０人

　・主査研修（３日間）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人

　・主幹研修（３日間）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人

　【研修】

　・固定資産税研修（２日間）････・・・・・・・・・・・１人

　・選挙管理事務研修（２日間）････・・・・・・・・・１人

　・職員実務研修（１年間）････・・・・・・・・・・・・・１人

（２）勤務成績の評定の状況

　勤務成績の評定においては、今後、他市町村等の

動向も踏まえ、新たな人事評価制度の導入に向け検

討していきます。

３．職員の勤務時間、その他の勤務条件に関すること

（１）勤務時間及び週休日の状況

内　容

１暦年ごとに20日とし、20日を超えない範

囲内の残日数を繰り越すことができる

負傷又は疾病のため療養を要する場合、最

小限必要と認められる期間

・夏期休暇（６月から９月までの期間内の連続

する４日以内）

・産前産後休暇（出産予定日の８週間前から出産

の日まで及び出産の翌日から８週間を経過する

日まで）

・親族の死亡（配偶者10日、父母及び子７日、祖父

母３日ほか）

配偶者、父母、子、配偶者の父母などで負

傷、疾病又は老齢により日常生活を営むの

に支障がある者の介護を行う場合、連続す

る２週間以上６週間以内で必要な期間

３歳に満たない子を養育する為、子が３歳

に達する日までの期間の範囲内

５.職員の服務の状況

　平成25年度においては、服務の根本基準に違反

した者はありませんでした。　

週休日

一人当たり平均

　　使用日数

　（平成25年１月１日～平成25年12月31日）

（２）職員の休暇の状況

①　年次有給休暇取得状況

給与付与日数 総使用日数 全対象職員数
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●―――広報　おおわに・平成26年９月号―――●

総務課だより

１．職員の採用、異動、退職等に関する任免の状況

（１）職員の採用の状況

大鰐町人事行政の運営の
大鰐町における人事行政の運営等の状況を次のとおり公表します

　

　

　

　

　　　　　職　員　数

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生

衛　　生

農林水産

商　　工

土　　木

　小　 計

教　　育

　小　 計　

病　　院

下　水　道

そ　の　他　

　小　計

主な増減理由

（３）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

対前年

増減数

２．職員の給与の状況

（１）平成25年度人件費の状況（普通会計決算）

職員数 給与費 一人当り給与費

　 Ａ 給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ （Ｂ／Ａ）

（３）職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　（平成26年４月１日現在）

　　　　　　　一般行政職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

266，348円 286，617円 42.8歳

　　　　　　　技　能　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

278，349円 291，349円 59.8歳

一般行政部門

特別行政部門

公営企業等会計部門

合　計

区　分 男性 女性 計

定年退職 ５人 ２人 ７人

勧奨退職 １人 　０人　 １人

その他 　０人　　　０人　　　０人　

　計 ６人 ２人 ８人

（２）職員の退職の状況

職　種 人　数 備　考

平成26年４月１日･･･６人

３

　29

　９

　６

７

８

３

６

71

10

10

52

３

10

65

146

３

　26

　９

　７

８

８

３

５

69

10

10

51

３

10

64

143

０

　△３

０

　１

１

　　０

０

　△１

　△２

０

０

△１

０

　０

△１

△３

78人 266,451千円 27,724千円 93,498千円 387,673千円 4,970千円

（２）職員の平均給料、平均給与月額、平

均年齢の状況　　　　　　

　　　　　　　
（平成26年４月１日現在）

一般行政職
大学卒 163,590円（172,200円） 172,200円

高校卒 133,095円（140,100円） 140,100円

技　能　職 高校卒 130,340円（137,200円） 137,200円

大　鰐　町　　　　　　　　　　　国区　分

研修終了等による配置換え（△２）、復職による配置換え（△１）　

平成25年 平成26年

　

　

行政職　　　６人

※職員数は、一般職に属する職員数で、派遣職員（総務企画：１名）を含みます。

運転技能員欠員不補充（△１）

欠員補充（１）

医師（１）

看護師等欠員不補充（△２）

注）（　）内の額・・・大鰐町：平成26年４月１日から１年間実施している給与減

額措置（△５～△10％）前の額。

医療職　　　１人 平成25年10月１日･･･１人

勤務条件改善による（１）
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■　お知らせ・行事予報・保健福祉課だより　■

■臨時福祉給付金の支給要件
●支給対象者

・平成26年度分の市町村民税（均等割）が課税されて

いない方が対象です。

　ただし、課税されている方に扶養されている場合、

生活保護の受給者である場合などは除きます。

●支給額

・１人につき･･･10,000円

・下記の《加算対象者》は１人につき･･･5,000円を加算

・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の受

給者

・児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など

●申請方法

　申請書に必要事項を記入の上、下記必要書類と一

緒に郵送または保健福祉課窓口に提出してください。

●必要書類

・本人確認書類（対象者全員分必要です）･･･住民基

本台帳カード、運転免許証、旅券等の写しまたは健康

保険証の写し

・指定した口座が確認できる書類･･･金融機関名、口

座番号、口座名義人（カナ）がわかる通帳やキャッ

シュカードの写し

●給付金の受取方法

　申請書に記載した指定口座に入金されます。

　※金融機関口座を持っていないなど、振込みによ

る支給が困難な場合には窓口で受け取ることがで

きます。

　｢臨時福祉給付金｣（簡素な給付措置）や｢子

育て世帯臨時特例給付金｣の“振り込め詐欺”

や“個人情報の詐取”にご注意ください。

■問い合わせ先

【申請方法に関するお問い合わせは】　大鰐町役場保

健福祉課「臨時福祉給付金」窓口48-2111内線334

【制度に関するお問い合わせは】　厚生労働省　２つ

の給付金に関する専用ダイヤル0570(037)192

●保健福祉課だより

臨時福祉給付金の申請はお済みですか？

■臨時福祉給付金とは
　消費税率の引き上げに伴い、所得の低い方々への

負担の影響に鑑み、暫定的・臨時的な措置として実

施しています。

　現在大鰐町では申請の受付を実施中です。申請

期間は10月１日（水）までですので、まだ申請を
されていない方は忘れずに申請して下さい。

　なお、申請書は６月末に町民税が課税されていな

い人などに町税務課より課税されていない旨のお

知らせが通知されており、それに同封されています

のでご確認ください。

　また、申請書は町役場保健福祉課窓口でも受取る

ことができますので、申請書がほしい方は保健福祉

課窓口、または、下記問い合わせ先まで連絡くださ

い。

　公益財団法人24時間テレビチャリティ委員会よ

り、視聴覚障害者用福祉機器(５台)が寄贈されまし

た。

①音声コード対応携帯電話「らくらく

ホンべーシック３」

②音声コード読み上げ補助アダプター

③携帯電話対応音声コード作成ソフト

　「音声コード」は、視聴覚障害者にお

いて点字が利用できない約90％の方々

に、音声として情報提供ができます。

　平成24年４月より、「ねんきん定期便」の個人情報

票に採用されたものをはじめ、厚生労働省医政局通

知より病院事務管理システム、調剤薬局レセコンシ

ステム、行政福祉システム等から提供されている各

種通知帳票に、音声コードを自動付与するシステム

も導入され、活用が拡大しつつあります。

　音声コードは、視聴覚障害者の方々のみならず、

文章が読めない、読みずらいすべての方々に自分自

身で確認できる情報環境を提供してまいります。

　設置場所は、大鰐町総合福祉センター、大鰐町役

場保健福祉課窓口の２か所に設置しています。

■詳しくは　町役場保健福祉課48－2111内線302

（成田）

●保健福祉課だより

視聴覚障害者用福祉機器（携帯電話）が町に寄贈されました



・●　9　●・

●―――広報　おおわに・平成26年９月号―――●

■天候等による日程の変更にご注意ください。９月

行事予報ＥＶＥＮＴ

５日（金）

７日（日）

26日（金）

27日（土）

28日（日）

○大鰐町長寿福祉祭（町総合福祉センター／10：00～）　

○青森県民駅伝（アスパム前スタート／12：00）

○『ＡＯＭＯＲＩ花嵐桜組』よさこいライブ！イン大鰐!!（鰐come／11：00～）

○大鰐町長杯グラウンド・ゴルフ大会（あじゃらグラウンド・ゴルフ場）

○大鰐町学校音楽会（大鰐小学校体育館／13：00～／新大鰐小学校の校歌合唱他）

○大鰐町総合防災訓練（雨池スキーコミュニティセンター周辺／８：30～）

10月
12日（日） 　○大鰐町硬式テニス大会（あじゃらテニスコート／開会式８：30）

第35回大鰐町硬式テニス大

会開催について

主催　大鰐町体育協会、大鰐町硬

式テニス協会

期日　平成26年10月12日（日）　　

雨天順延は10月19日（日）

会場　大鰐町あじゃらテニスコー

ト（ハードコート・８面）

時間　受付８時～８時30分　開会

式８時30分　試合開始９時

種目　ミックスダブルス（24組）

ａ：男＆女、ｂ：男＆男（１名は必ず

65歳以上）、ｃ：女＆女（１名のみＡ

級含みは可）

募集組数　24組

参加資格　一般Ｂ級　次の方は参

加できません。①Ａ級（県・市・そ

の他）（ただし、女＆女ペアの１名

のみは可）②前年度の優勝ペア（ペ

ア変更すれば参加可）

参加決定　参加者多数の場合は抽

選（抽選日９月27日の14時から・あ

じゃらテニスコート受付、結果は

10月１日までお知らせします）

参加料　１ペア3,000円（当日）

申込方法　郵送、またはメールに

て２人１組でお申し込み下さい。

申込受付期間　９月23日（火）必着

メールでの申込みについて

●件名に「大会申込（申込みペア数）」

●申込み事項①ペア氏名（所属ク

ラブ名）②ペア種別（ａ・ｂ・ｃ）

※ｂは年齢記す

③代表者連絡先（住所・電話・ｅメー

ルアドレス）。④ペア共に「Ａ級で

はありません」と明記（ｃは１名だ

け記入となる場合もあり）。

●申し込みを受信した場合は、受

信通知を返信いたします。２日程

経過しても受信通知のない場合は、

申し込みが届いていない可能性が

ありますのでお問い合わせ下さい。

■お申し込み・問い合わせは

〒038－0211　大鰐町大字大鰐字

大鰐106－２　坂本府隆48－

4193　e-mail:owanitc@yahoo.co.

jp（担当・佐藤）

第46回大鰐町小学校体育

祭記録の訂正について

　広報８月号で掲載した、第46回

大鰐町小学校体育祭の記録につ

いて、下記のとおり一部訂正しま

す。

【女子走り幅跳び競技】

●４年生①幸山ほなみ（大）2．70

ｍ②横山萌（長）2．45ｍ③大湯愛

梨（二）2．43ｍ●５年生①外崎志

朋（二）2．98ｍ②須藤陽菜（大）2．

93ｍ③成田莉緒（大）2．68ｍ●６

年生①澁谷百華（大）3．41ｍ②山

田愛蘭（大）3．33ｍ③大湯梨々華

（二）3．04ｍ　となります。

■大鰐町小学校体育連盟
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農作業従事者無料職業紹介所　

届出受理番号02－特－000022号

■詳しくは　指導部農業振興課

（太田・長尾）82－1052

第８回ニュースポーツ

フェステイバル開催

　第８回ニュースポーツフェス

テイバルを下記のとおり開催し

ます。

期日　平成26年10月12日（日）雨

天の場合屋外種目は屋内で実施

日程　受付９時15分　開会式９

時30分　競技開始９時45分　表

彰式12時頃

会場　旧あじゃら高原スキー場

「スキーセンタープラザ及びゲレ

ンデ」

参加料　100円（保険料等）大会当

日納入してください。

表彰　１位から３位まで賞品、ほ

か参加者全員に参加賞

種目　【屋外】グラウンド・ゴル

フ、ペタンク　【屋内】フロッカー

①グラウンド・ゴルフ／16ホール

のストロークプレー／組別は一

般町民の部とグラウンド・ゴルフ

協会員の部／雨天時はパターを

使用しプラザ内で行う

②ペタンク／参加基準は60歳以

上で１チーム３名編成／リーグ

戦（参加チーム数で決勝トーナメ

ント有り）／雨天時は室内用を使

用しプラザ内で行う

③フロッカー／参加基準は女性

で１チーム３名編成／リーグ戦

（参加チーム数で決勝トーナメン

ト有り）

申込み　下記申込書により10月

４日（土）正午まで中央公民館に

輸送　会場集合を原則とするが、

会場まで行けない方は、８時45分

まで中央公民館にお集まりくだ

さい。

主催　大鰐町教育委員会（問合せ

先：中央公民館48－3201）

主管　大鰐町スポ－ツ推進委員

会

■詳しくは　大鰐町教育委員会

中央公民館48－3201

愛犬家のみなさまへ

　東北電力（株）では使用電力量

を確認するためお伺いしていま

すが、毎年犬に咬まれる災害が多

く発生しておりますが、正確、安

全に検針するため、愛犬は玄関先

や計量器付近を避けて確実につ

ないでいただきますようご協力

をお願いいたします。

■詳しくは　東北電力（株）弘前

営業所32－0359

「全国一斉！法務局休日

相談所」を開設

　青森地方法務局弘前支局では、

平成26年10月５日（日）に、「全国

一斉！法務局休日相談所」を開設

いたします。時間は午前10時か

ら午後４時まで、場所は青森地方

法務局弘前支局です。

　この「全国一斉！法務局休日相

談所」においては、法務局職員の

ほか、司法書士、土地家屋調査士、

人権擁護委員、弁護士並びに公証

人が、①土地・建物の相続の登記

や抵当権の抹消の登記に関する

ご相談、②会社・法人の設立の登

記や役員の変更の登記に関する

ご相談、③隣地との筆界に関する

ご相談、④いじめなどの人権問題

に関するご相談、⑤地代・家賃の

供託に関するご相談など、日常生

活の様々な心配ごと、困りごとな

どを無料でお受けいたします。

秘密は厳守いたしますので、安心

してご相談ください。

　相談をご利用の際にはお手数

をおかけしますが、事前に予約を

してからお越しくださいますよ

うお願いします。また、会場にお

越しの際は「弘前駅城東口」のバ

ス停から城東循環100円バスのご

利用が便利です。「城東タウンプ

ラザ前」が最寄りのバス停となり

ます。

■詳しくは　弘前市大字早稲田

三丁目１番地１ 青森地方法務局

弘前支局総務課26－1150

９月は「健康増進普及月

間」と「食生活改善普及月

間」です 《１に運動　２に食事

しっかり禁煙　最後にクスリ》

　大鰐町では高血圧で医療を受

けている人が多くいます。

　高血圧が続き動脈硬化が進行

すると心筋梗塞、脳卒中、腎不全

など命にかかわる病気をひきお

こします。

　塩分のとりすぎが高血圧を招

きます。日頃から減塩に努めま

しょう。

【１日の食塩摂取目標量】　男

性･･･９ｇ未満　女性･･･7.5ｇ未満

【毎日の食事でひと工夫】

　少しの工夫で塩分を減らすこ

とができます。実践してみま

しょう。

●みそ汁（薄味）１杯には塩分が

1.5ｇ→具だくさんにして飲む回

数を減らす。

●漬物２～３切れには塩分が１

ｇ→浅漬けにする、量を減らす。

●しょう油・ソース１かけには塩

分が0.5ｇ→かけるよりもつけて

食べる方が塩分が少ない。

■詳しくは　町役場保健福祉課

48－2111内線308（佐藤）
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税
３
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納
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で
す
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秋季町民登山教室開催の

お知らせ

　大鰐山岳会では、秋季町民登山

教室の参加者を下記のとおり募

集します。

主催　大鰐町体育協会

目的地　高倉森山（西目屋村）標

高829ｍ

日時　平成26年10月12日（日）

集合場所　ＪＡつがる弘前旧大

鰐支店前　午前６時45分まで　

午前７時出発

参加料　大人2,000円、小・中学生

1,000円　

参加資格　小学５年生以上（小・

中学生は家族同伴が原則）、大人

満70歳まで（山の経験者について

は年齢にこだわらない）

　但し、心臓病及び高血圧症治療

の方はご遠慮ください。

申込先　大鰐町大字大鰐字湯野

川原9 2番地　成田章一 4 8－

2843

締切　平成26年10月３日（金）

携行品　山歩きに適した服装で、

登山靴・雨具・ヤッケ・着替下着一

式・水筒・軍手・昼食・予備食他。

　※当日雨天の場合、予定コース

を変更します。

■詳しくは　大鰐山岳会（成田章

一48－2843）

スキー場支援ボランティ

ア募集

　大鰐温泉スキー場では、ゲレン

デ草刈のボランティアを募集し

ます。

期日　平成26年10月11日（土）

午前中の作業です。（小雨決行）

集合場所・時間　町総合案内所

（スキー連盟事務所前）午前８時

その他　草刈機各自持参（貸出機

が台数制限有りの為）　

　参加希望者は10月６日（月）ま

でに、下記までご連絡ください。

■詳しくは　あじゃら公園管理

事務所49－1023（渡邊）

平成26年度大鰐町町道除雪

業務委託の申込について

　大鰐町では、平成26年度大鰐町

町道除雪業務を委託するための

申し込みを次の要領で受付けし

ます。

《申込資格》

・法人の代表者及び個人が大鰐

町内に居住又は資産があるもの。

・運転手は複数の登録ができる

もの。

・除雪機械を所有している又は

取得可能なもの。

・運転免許証（大型特種）がある

もの。

・車両系建設機械運転技能講習

をおえたもの。

・除雪講習会を受講したもの又

は受講予定のもの。

《申込手続》

受付期間　平成2 6年1 0月３日

（金）まで

提出場所　大鰐町役場建設課

提出書類

①除排雪登録申請書（役場建設課

発行）②除排雪車両登録書（役場

建設課発行）③運転手の経歴書

（役場建設課発行）④各資格証の

写し（運転免許証等）⑤住民票、資

産証明書及び納税証明書⑥健康

診断書（病院発行の写し）⑦その

他（車検証書、保険証書等の写し）

その他　除排雪業務委託の決定

及び委託箇所等は書類審査及び

入札によります。

■詳しくは　町役場建設課48

－2111内線442、443、444（加川、田

中、齋藤）

平成26年秋期「農作業従

事者募集」について

　組合員の高齢化や作業従事者

（ヘルパー）の高齢化など農業経

営を行う上で農作業従事者が減

少して、不足な状況が慢性化しつ

つあります。

　ＪＡつがる弘前では「農作業従

事者無料職業紹介所」を通して農

業に携われる有力な人材を「公

募」により確保し、労働条件整備

と安定した職場として提供する

事を目指しています。

農作業従事期間　平成26年９月

から11月収穫終了まで。（約３ヶ

月間）

農作業従事内容（りんご作業に限

ります）　葉摘み作業・収穫作業

など。

農作業時間　原則、午前８時から

午後５時まで。（途中休憩を含み

ます）（時間外勤務なし）

年齢制限など

　年齢制限はありませんが、りん

ご梯子を操り農作業に適してい

る方。

農作業賃金　日額5,400円以上。

園地通勤方法　送迎は致しませ

んので通勤可能な方。（別途通勤

手当は考慮いたします）

採用方法など　面接の上選考し

て採用を決定いたします。

■詳しくは　ＪＡつがる弘前　

①
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大鰐町の人口と世帯数

平成26年７月末日現在

　　人  口　　　10,629人

　　前月比　　　（－ 16）

    　　男　　　4,902人

    　　女　　　5,727人

    世帯数    4,287世帯

　　前月比　　　（＋９）

【地区・八幡館】

後藤伸吾・絵里さんの子

み づき

瑞月ちゃん
（平成25年９月８日生まれ）

棟
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石
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原
　
子
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（
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歳
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峰

花
　
田
　
柾
五
郎
（
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歳
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守
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こまったとき、
悩んだときは
■消費者ホットライン

0570－064－370

永
　
井
　
と
　
し
（
88
歳
）
大
鰐
６
Ｂ

三
　
浦
　
久
　
美
（
62
歳
）
元
長
峰

米
　
倉
　
眞
喜
子
（
76
歳
）
蔵
館
４

山
　
中
　
ト
　
シ
（
78
歳
）
居
土

山
　
口
　
留
　
美
（
65
歳
）
虹
貝

山
　
谷
　
文
　
二
（
86
歳
）
島
田

三
　
浦
　
哲
　
春
（
79
歳
）
鯖
石

松
　
井
　
貴
美
子
（
55
歳
）
大
鰐
10

お
く
や
み
も
う
し
ま
す

亡
く
な
っ
た
人
（
年
齢
）
地
区
名

はじめまして。 みづきです！

モグモグいっぱい食べて

いつも元 気 （＾▽＾）

最近はプール遊びがマイブーム!!

早くみんなと会って遊びたいな☆

「
個
人
の
情
報
を
教
え
な
い
と
年
金
を
停

止
す
る
」
と
脅
さ
れ
た

　
突
然
知
ら
な
い
女
性
か
ら
電
話
が
あ
り
「
国
の
調

査
な
の
で
答
え
な
け
れ
ば
年
金
が
減
額
さ
れ
る
」
と

言
わ
れ
、
生
年
月
日
・
家
族
構
成
・
年
金
受
給
額
な
ど

を
聞
か
れ
た
。
不
快
に
思
い
何
も
答
え
ず
電
話
を

切
っ
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
「
市
役
所
の
生
活
課
で
年

金
を
担
当
し
て
い
る
」
と
い
う
男
性
か
ら
「
調
査
に

協
力
し
な
い
と
年
金
が
停
止
さ
れ
る
が
よ
い
の
か
」

と
電
話
が
あ
っ
た
。
電
話
を
切
っ
て
も
す
ぐ
に
電

話
が
か
か
る
、
と
い
う
繰
り
返
し
で
、
と
て
も
し
つ

こ
か
っ
た
。
不
審
で
あ
り
気
味
が
悪
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
80
歳
代
女
性
）

■
ひ
と
こ
と
助
言

　
公
的
機
関
の
調
査
な
ど
を
か
た
り
、
年
金
を
停
止

す
る
な
ど
と
脅
し
て
個
人
の
情
報
を
聞
き
出
そ
う

と
す
る
ケ
ー
ス
で
す
。
相
手
の
ペ
ー
ス
に
乗
ら
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
公
的
機
関
が
個
人
宅
に
電
話
し
て
、
い
き
な
り
生

年
月
日
や
家
族
構
成
な
ど
を
尋
ね
た
り
、
年
金
の
支

給
停
止
を
告
げ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
　
電
話
が
し
つ
こ
く
続
く
と
き
は
、
最
寄
り
の
警
察

や
お
住
ま
い
の
自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

、


